
 

 

教科等研究会 中学校技術・家庭（家庭分野）令和３年度 研究活動のまとめ 
 

１ 研究テーマ 

 

 

２ 研究経過 

第１回 第２回 

 

第３回 

（ 小中合同 ） 

第４回 

（ 中止 希望者は 

オンライン参加 ） 

期日 人数 場所 期日 人数 場所 期日 人数 場所 期日 人数 場所 

6/15 5 人 木山中 

 

8/2 5 人 益城中 

 

11/12 6 人 嘉島東

小 

1/20  木山中 

 

３ 研究の概要 

（１） 研究の内容 

① 授業力向上を目的とした研究授業の実施 

     本会では全員が免許外指導者という状況であり、各学校における指導の充実を図るためには何

が必要だろうかということを考え、まず各担当者が疑問に思っていることや困っていることを事

前に調査した。そして、授業を通して生徒に家庭分野の授業の重要性や必要性を感じさせたいと

考えた。また、生活に生かせる力を養うために指導者の授業力の向上が一番重要であると考え、

研究授業を行うこととした。なお、そのうちの 1 回は、小学校家庭科部会と合同で授業研究会を

行った。このことにより小学校の実践から学び、中学校の授業実践の更なる充実を図った。 

    ア 研究授業（１１月１２日 場所：嘉島東小学校） 

       「まかせてね 今日の食事」における「分かる・楽しい」授業の提案 

       授業者：嘉島東小学校 吉田 幸広 教諭 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（ｱ）自評及び意見・感想 

○実態アンケートから、偏食がちな児童が多かったため献立作成を通して、それが少

しでも改善されるような姿を目指して授業づくりをした。ＧＴに栄養面の説明をさ

せたのは、食の専門家の意見としてしっかりと子どもたちにバランスの良い献立の

必要性を理解させるためであった。献立の変化が視覚的に分かるように、変更点を

赤ペンで書かせたのは良かったと思う。（自評） 

○「旬を取り入れよう。」とあったが、旬という言葉をきちんと学んでいないため、

知っている子、知らない子、意味が曖昧な子といたので、どこかできちんとおさえ

るべきだと思う。 

〇小学校家庭科と中学校家庭分野での献立作成の共通点と相違点があり、こうやって

互いに授業を見合うことでそれに気付くことができた。この交流を今後も続けてい

くことに価値があると思う。 

〇本時の子どもたちは新型コロナ感染症の関係で、これまでに一度も調理実習をして

いない。それで中学校に入学をしてくることになるが、それでいいのか？できる範

囲で小学校でも実習などを通して、技能定着を図り、基本的技能は習得させておく

必要がある。 

 

 

写真２ 改善した献立を伝え合っている様子 

「学びを生かし、豊かな人生を育む技術・家庭科教育」 

～生活での気づき・発見が喜びに変わる「分かる・楽しい」授業づくりを通して～ 

写真１ ＧＴによる献立作成のポイント説明 

８１ 



 

 

    イ 研究授業（１月２０日 場所：木山中学校）←新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

       内容Ａ「家族・家庭生活」における「分かる・楽しい」授業の提案 

       授業者：木山中学校 川上 泰治 教諭（希望者のみオンラインによる参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（ｱ）自評（授業研究会は行っていないため自評のみ） 

○益城町は熊本地震の際に震源地となり大きな被害を受けた地域である。にも関わら

ず生徒の日常的な防災への意識は高くはない実態がある。そのため、この題材にお

いても、日頃から非常時を意識した行動や地域との関わり方を考えてもらいたいと

思い、この題材を設定した。またタブレット端末に入っている既存アプリケーショ

ンを使うことで、既知事実の確認や意見の視覚化・共有を図りやすいようにした。

生徒の情報活用能力は上がってきていると感じている。 

 

② 内容Ｃ「消費生活・環境」における教材と防災食の調理実習について実技研修の実施 

一昨年度に計画をしていたが台風の影響で実施することができなかった内容について実技研修

を行った。講師を外部から招聘し、内容Ｃの教材紹介は県の消費生活センター相談員の方、防災

食の調理実習では益城町の食生活改善推進員の方に講義していただいた。 

 

 （２）成果と課題（○：成果 ●：課題） 

① 授業力向上を目的とした研究授業の実施 

○授業研究会を通してお互いの実践を深めることができた。また、会員が授業を行う上での悩み

や工夫点についても情報を交換することができ、大変有意義であった。 

○小学校との合同の授業研究会では、小学校家庭科の視点からも意見交換ができた。小中で共に

学ぶことであってもその学習の方法や形態、めあてが違うことが分かり、児童生徒の発達段階

に合わせて学習方法を検討することの大切さを学ぶことができた。また、共通していることは、

視覚的な情報を与えることは重要だが、与えすぎると子どもたちの考える機会を奪うことにな

ることが分かった。 

    ○ＩＣＴを効果的に活用することで、子どもたちが主体的に学ぶことができる工夫がされていた。

導入されたタブレット端末の利点をしっかり把握し、利活用されていた。自分の学校と環境が

異なってもその発想やアイデアを持ち帰り実践につなげることができる。 

    〇免許外指導者で構成されている部会のため、自分自身の授業実践で大丈夫なのかが不安である。

お互いに授業を見合う中で意見を交換し、学んだことを自分の実践に生かすことができている

ことが最大の成果である。 

     

② 内容Ｃ「消費生活・環境」における教材と防災食の調理実習について実技研修の実施 

〇消費生活の授業を行う際は教科書とノート中心で授業を進めてしまい、生徒が退屈しがちであ

った。たくさんの資料や話題を提供いただいたので、これを早速使い、生徒がより主体的に学

ぶことができるように活用している。 

〇実際に調理をしてみて、とても手軽においしく調理できることが分かった。非常時だけでなく、

日常でも役に立つと思うので、各学校で実践に生かせる内容であった。 

    〇部会員の先生方が望んでいた研修が２年越しに実施できてよかった。来年度も実技研修会では

先生方のニーズに合わせた研修を行っていきたい。 

    ●とても有意義な研修であるが、参加者が少ないのが残念であった。免許外指導者の指導力向上

のためにも、来年度も各学校１名の参加を呼びかけていきたい。 

 

写真４ 地域をよりよくするために話し合う様子 写真３ 通学路安全チェックを行う生徒 

８２ 



 

 

４ 実践事例 

（１）学習構想案抜粋（嘉島東小 吉田教諭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８３ 



 

 

（２）学習構想案抜粋（木山中 川上教諭） 
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